
　

　
ま
さ
か
こ
ん
な
は
ず
で
は
…
。

こ
の
現
状
を
一
年
前
に
誰
が
予

想
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
世
界
は
混
乱
し
、
我
々

の
身
近
な
生
活
に
も
多
大
な
影

響
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
で
は
、

卒
業
式
、
入
学
式
、
運
動
会
、

修
学
旅
行
、
体
験
学
習
、
部
活

動
の
大
会
な
ど
こ
れ
ま
で
当
た

り
前
だ
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前

で
な
く
、
全
て
に
中
止
や
、
や

り
方
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
残
念
な
こ

と
に
人
を
誹
謗
中
傷
し
て
し
ま

う
こ
と
が
多
々
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
人
類
は
幾
度
と

な
く
困
難
に
対
面
し
、
そ
の
都

度
乗
り
越
え
、
進
化
し
て
今
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
今
こ
の

時
代
を
乗
り
越
え
、
進
化
し
て

次
世
代
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
、
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
を
こ
の
機
会
に

見
つ
め
直
し
一
歩
ず
つ
で
も
前

に
進
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
的
要
素
も
あ
り
様
々

な
場
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
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開催予定です。今年度実行委員会が立ち上がります。

鳥
取
県
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鳥取県PTA協議会鳥取県PTA協議会
役　職　　　　氏　名

鳥取東中学校
（鳥取市中学校PTA連合会）

船上小学校
（東伯郡小学校PTA連合会）

岸本中学校
（西伯郡中学校PTA連合会）

箕蚊屋小学校
（米子市小中学校PTA連合会）

羽合小学校
（県小学校長会会長）

青谷中学校
（県中学校長会会長）

郡家東小学校
（八頭郡小中学校PTA連合会）

稲葉山小学校
（鳥取市小学校PTA連合会）

赤碕小学校
（東伯郡小学校PTA連合会）

倉吉西中学校
（倉吉市中学校PTA連合会）

第二中学校
（境港市中学校PTA連合会）

余子小学校
（境港市小学校PTA連合会）

東郷小学校
（鳥取市小学校PTA連合会）

岩美南小学校
（岩美郡小中学校PTA連合会）

船岡小学校
（八頭郡小中学校PTA連合会）

明倫小学校
（倉吉市小学校PTA連合会）

三朝小学校
（東伯郡小学校PTA連合会）

淀江小学校
（米子市小中学校PTA連合会）

外江小学校
（境港市小学校PTA連合会）

大山西小学校
（西伯郡小学校PTA連合会）

桜ヶ丘中学校
（鳥取市中学校PTA連合会）

若桜学園
（八頭郡小中学校PTA連合会）

倉吉東中学校
（倉吉市中学校PTA連合会）

大栄中学校
（東伯郡中学校PTA連合会）

淀江中学校
（米子市小中学校PTA連合会）

第三中学校
（境港市中学校PTA連合会）

名和中学校
（西伯郡中学校PTA連合会）

江府小学校
（日野郡小中学校PTA連合会）

岩美西小学校
（岩美郡小中学校PTA連合会）

社小学校
（倉吉市小学校PTA連合会）

日南小中学校
（日野郡小中学校PTA連合会）

所　属 役　職　　　  氏　名 所　属

事務局長 事務局員

YouTube

中部役員　今年のメンバー紹介中部役員　今年のメンバー紹介

令和４年度　第52回
日本PTA中国ブロック研究大会
くらよし大会

令和元年度　鳥取県PTA広報紙コンクール令和元年度　鳥取県PTA広報紙コンクール
　今年度の広報紙コンクールには、鳥取県内小学校28校中学校16校のPTAよ
り応募がありました。優秀作品を表彰・公開することにより、PTA広報活動の活
性化を促進しPTA活動の一助となることを目的としています。

小学校の部 中学校の部
学　校　名
名和小学校
住吉小学校
車尾小学校
黒坂小学校
用瀬小学校
西郷小学校
伯仙小学校
岸本小学校

郡市名
西伯郡
米子市
米子市
日野郡
鳥取市
倉吉市
米子市
西伯郡

広報紙名
なわ
ひろば
くずも
かわこっ子
せんだい
さいごう
はくせん
わかあゆ

学　校　名

桜ヶ丘中学校

名和中学校

大栄中学校

日野中学校

郡市名

鳥取市

西伯郡

東伯郡

日野郡

広報紙名

桜ヶ丘

あさなぎ

あ！だいえい

ほこすぎ

表彰区分

金　賞

銀　賞

銅　賞

努力賞
令和２年度の広報紙コンクールは２月に募集予定です。

たくさんの応募お待ちしております。

表彰区分

金　賞

銀　賞

銅　賞

努力賞

　　深めよう子どもたちとの絆
　　　　　広めよう地域との絆
　　　　　　　　見せよう大人の絆

　　深めよう子どもたちとの絆
　　　　　広めよう地域との絆
　　　　　　　　見せよう大人の絆

鳥取県ＰＴＡ協議会　令和２年度活動スローガン

山本　　桂長尾　志保

教 育 長 賞
小学校の部

中学校の部

小学校の部

中学校の部

小学校の部

中学校の部

東 伯 郡 北条小学校  茶臼山プレス

東 伯 郡 三朝中学校  かじか

県 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 賞
鳥 取 市 城北小学校  城北

東 伯 郡 北条中学校  PTA会報

新日本海新聞社賞
米 子 市 福米東小学校  松風

学校法人
鶏鳴学園 青翔開智中学校 青翔会 news

県PTAの活動報告、ご案内をしています。
少しでも身近に感じて頂けたらと更新しています。

場 所  倉吉未来中心

中西　　剛

横山　由佳

河野　俊隆

赤 碕 小

聖 郷 小

聖 郷 小

上田　啓悟

坂田れい子

吉田　朋幸

赤 碕 中

大 栄 中

三 朝 中

倉吉 東伯

山増　博通

山本　美穂

引田　　薫

高 城 小

上北条小

明 倫 小

衣笠　尚義

佐々木　香

池口　公一

鴨 川 中

久 米 中

東　　中

役 員 紹 介

facebook Instagram

開設しました開設しました

告知

本年度広報紙を担当するのは中部ブロック（倉吉市・東伯郡）です。思う様に編集会議を開く
事ができませんが、お互いに協力しながら進めていきたいと思います。中部ブロック理事と
ともに、評議員の方にもご協力いただいています。一年間よろしくお願い致します。

社
会
教
育
団
体
で
す
。
子
ど
も

た
ち
、
そ
し
て
私
た
ち
が
心
豊

か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
学
び

合
い
、
助
け
合
い
暮
ら
し
や
す

い
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
求
め
ら
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
一
つ
に
「
正
し
い
情
報
の

取
得
」
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
十
年
に
一
度
改
訂
さ
れ
る

学
習
指
導
要
領
が
小
学
校
で
は

今
年
度
よ
り
、
中
学
校
で
は
来

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
ス
マ
ホ
を
利
用
す
る
こ
と
も

当
た
り
前
と
な
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
授
業
も
行
わ
れ
て
く
る

で
し
ょ
う
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
に

つ
い
て
も
そ
う
で
す
。
時
代
が

急
激
に
変
化
し
て
い
く
な
か
、

私
た
ち
は
正
し
い
情
報
を
取
得

し
理
解
す
る
こ
と
が
、
不
安
を

和
ら
げ
、
ど
う
行
動
す
る
べ
き

な
の
か
、
お
の
ず
と
見
え
て
き

ま
す
。

　
私
た
ち
の
言
動
と
行
動
は
子

ど
も
た
ち
が
一
番
よ
く
見
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
人

の
悪
口
を
言
っ
て
は
ダ
メ
、
言

い
訳
を
し
て
は
ダ
メ
、
友
達
と

協
力
し
よ
う
と
言
い
聞
か
せ
る

な
ら
ば
、
そ
の
姿
を
お
手
本
と

な
る
よ
う
に
示
さ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　
鳥
取
県
P
T
A
協
議
会
(
以

下
県
Ｐ
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
下
支
え
す
る

役
割
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
情

報
共
有
、
様
々
な
教
育
的
課
題

を
研
究
討
議
し
、
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
と
り
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
今

年
度
は
、
感
染
拡
大
対
策
に
つ

き
、
例
年
の
事
業
の
指
導
者
研

修
会
、
教
育
懇
談
会
、
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
大
会
、
全
国
研
究

大
会
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
実
施
可
能
な
事
業
を
模
索

し
な
が
ら
愚
直
に
進
め
て
行
き
、

学
び
を
止
め
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
Ｐ
で
は
情
報
発
信
の
重
要
性

か
ら
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、
Y
o
u
T
u
b
e

と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た

発
信
を
始
め
ま
し
た
。
県
Ｐ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
合
わ
せ
て
ご
覧
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
コ
ロ
ナ
に
関
連
し
た
人

権
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
や
、

人
権
配
慮
の
観
点
か
ら
関
係
機

関
に
要
望
を
し
た
こ
と
、
取
り

組
ん
で
き
た
内
容
な
ど
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
申
し
遅
れ
ま
し
た
、
令
和
二

年
度
県
Ｐ
の
会
長
を
拝
命
し
ま

し
た
松
岡
智
也
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
来
、
楽
し
い
行
事
を
企
画
し

保
護
者
、
先
生
、
子
ど
も
た
ち

と
ワ
イ
ワ
イ
す
る
の
が
好
き
な

性
分
な
の
で
、
今
年
度
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
し
づ
ら
く
、
悶
々

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
い
つ
の

日
か
楽
し
い
行
事
を
通
し
て
み

ん
な
が
笑
顔
に
な
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

松岡　智也

高力　政寿

下村　　淳

箕浦美穂子

小林　研志

松岡　昭長

小早川　誠

西土井めぐみ

高尾　裕子

坂口　一郎

伊東亜希子

新和　　賢

橋崎　和弘

河﨑　　茂

清水　裕介

会　長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

監　事

八杉　隆博

相澤　涼太

田中　崇詞

濵田　　潤

森本　貴之

森田　利佳

山根　典明

隅　　陽介

大西　慶祐

秋藤　寿樹

木下　晴夫

上村　卓弘

澤田　浩英

川口　知彦

佐伯　理恵

宇田　聖子

西部ブロック代表理事
（研修副委員長）

東部ブロック代表理事
(総務委員長）

東部ブロック代表理事
(総務副委員長）

中部ブロック代表理事
(研修委員長）

中部ブロック代表理事
（広報副委員長）

西部ブロック代表理事
（研修委員長）
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新型コロナウイルス感染症予防対策に係る 実態調査 アンケート結果新型コロナウイルス感染症予防対策に係る 実態調査 アンケート結果

新型コロナウイルスの感染予防に伴う学校の休業、外出の自粛等など、子どもたち
を取り巻く環境がめまぐるしく変化しています。現在は少しずつ日常の生活に戻り
つつありますが、再び感染拡大となるかもしれないという見通しの持てない状況で、
子どもたちも保護者も大きな不安とストレスを抱えています。
そこで、保護者の皆様のお気持ちを共通理解し、情報発信をするためにアンケート
を実施いたしました。

・メディアとの関わり方として、録画した TV 番組、ユーチューブなどの動画、ゲームなどの視聴時間が増えたお子
さんもいらっしゃれば、ニュースも見るようになった、本を読むようになったお子さんもいらっしゃいました。
・動画を見るのは夜 1 回だけ、ゲームは学習時間などで頑張った分増やすようにした、利用時間を決めたなどのルー
ルを決めて、ある程度、自粛期間を楽しめるようにした保護者の方もいらっしゃいました。

・IT を使用した授業について、災害時にも使用できる、教科書のかわりにタブレットになれば荷物が軽くなる、教科書よ
り利用効果がありそうという方もいらっしゃる一方、IT に向き不向きがある、画面が小さい、メディアとの付き合い方
に不安を感じる方もいらっしゃいました。今後、セキュリティの確保や利用マナーの教育、配信元の創意工夫、評価指
針の事前説明などのご要望も多く、課題もありこともわかりました。

・休日は思いっきり家族で体を動かしたり、砂浜や公園に出
かけたり、サイクリング、トランプなどのゲーム、テント
を張ったり、一緒にご飯を作ったり、一緒にやることのリ
ストを作成したりして、子どもとゆっくり過ごせる機会だ
と思って楽しんだご家庭も多
くありました。
・生活リズムや子どもの役割分
担を決めるなど母親の負担に
ならないような工夫をしたご
家庭もありました。

・お子さんの言動でストレスを感じられたこととして、学校の行事の変更や部活動の大会が中止になり努力に対しての
結果を求められないこと、お手伝い等いつもはできている事ができなくなったり、テレビの報道で不安がること、だ
るさ・微熱・イライラ等の体の不調や自分でコントロールができなくなる等がありました。

※日程都合上理事所属校にご協力いただきました。

母数【鳥取県内】全 173 校
小学校 115 校　22,251 名
中学校 52校　12,744 名
その他　６校（義務教育学校４校　学園 1・Ｐ合同 1）
実施校
小学校 19校　保護者数　2,586 名
中学校 12校　保護者数　1,880 名
学校数　　　　 保護者数
小学校　16.5％　　11.6％
中学校　23.1％　　14.75％
全　体　17.6％　　12.8％

令和2年6月末～7月10日 保護者（小学生　2,586名／中学生1,880名）

■調査目的・概要

■調査概要

お子さんの学年（複数可）

休校中の家庭状況について（複数可）
（両親ともに仕事をしている方のみ）

❶子どもだけで在宅  ❷身内や知人に預けた
❸仕事が休めて一緒に在宅できた  ❹学童

休校中の家庭状況について、一人親に対する支援や行政の対策がない、
学童が利用できなくなり、仕事を休まざるをえなかったなどのご回答がありました。

Ⅰ. 児童生徒の生活習慣の変化について　　
①休校中のお子さんの生活習慣(特に起床・就寝)
   は、以前（ウイルス流行前）と変化しましたか
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中学校

小学校

②学校が再開されてからの生活習慣（特に起床・就寝）  
   は以前（ウイルス流行前）と変化しましたか

ほとんど変わらない❶⇔❹大きく変化した ほとんど変わらない❶⇔❹大きく変化した

③変化した原因は何ですか（複数回答可） ④お子さんの言動でストレスがあると感じる事がありますか

❶ゲーム  ❷テレビ鑑賞  ❸インターネット等の動画鑑賞  ❹マンガ あまりない❶⇔❹とてもある

⑤お子さんがメディアとの関わり方について
　 以前（ウイルス 流行前）と変化しましたか

2020 年 9月
鳥取県ＰＴＡ協議会

⑦外出を自粛する中、お子さんはどれくらい運動
　（体を動かす事）ができましたか？ 

ほとんど変わらない❶⇔❹大きく変化した まったくできなかった❶⇔❹よくできた

⑥ご家庭でメディアとのつきあい方に何らかの 
   ルールを決めていますか？

はいの方　休校中、そのルールは守られましたか？

まったく守れなかった❶⇔❹よく守れた

Ⅱ. 保護者のストレスについて

Ⅲ. 学校の臨時休校の対応について

①外出自粛中、保護者の方がストレスを
　感じることが増えましたか

②ストレスを解消するために工夫されたことを

ほとんど変わらない❶⇔❹とても増えた

①休校中の自宅学習の時、お子さんの学力の
　 定着に不安を感じましたか

②IT(インターネット等)を使った授業について

ほとんど感じない❶⇔❹とても感じた
❶反対  ❷どちらかというと反対
❸どちらかというと賛成  ❹賛成
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このアンケートから見えてくる課題に対し本協議会で研究討議し、関係機関と連携を密に取りながら今後に活かしていきたいと考えています。

【回収率 75％】
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新型コロナウイルス感染症予防対策に係る 実態調査 アンケート結果新型コロナウイルス感染症予防対策に係る 実態調査 アンケート結果

新型コロナウイルスの感染予防に伴う学校の休業、外出の自粛等など、子どもたち
を取り巻く環境がめまぐるしく変化しています。現在は少しずつ日常の生活に戻り
つつありますが、再び感染拡大となるかもしれないという見通しの持てない状況で、
子どもたちも保護者も大きな不安とストレスを抱えています。
そこで、保護者の皆様のお気持ちを共通理解し、情報発信をするためにアンケート
を実施いたしました。

・メディアとの関わり方として、録画した TV 番組、ユーチューブなどの動画、ゲームなどの視聴時間が増えたお子
さんもいらっしゃれば、ニュースも見るようになった、本を読むようになったお子さんもいらっしゃいました。
・動画を見るのは夜 1 回だけ、ゲームは学習時間などで頑張った分増やすようにした、利用時間を決めたなどのルー
ルを決めて、ある程度、自粛期間を楽しめるようにした保護者の方もいらっしゃいました。

・IT を使用した授業について、災害時にも使用できる、教科書のかわりにタブレットになれば荷物が軽くなる、教科書よ
り利用効果がありそうという方もいらっしゃる一方、IT に向き不向きがある、画面が小さい、メディアとの付き合い方
に不安を感じる方もいらっしゃいました。今後、セキュリティの確保や利用マナーの教育、配信元の創意工夫、評価指
針の事前説明などのご要望も多く、課題もありこともわかりました。

・休日は思いっきり家族で体を動かしたり、砂浜や公園に出
かけたり、サイクリング、トランプなどのゲーム、テント
を張ったり、一緒にご飯を作ったり、一緒にやることのリ
ストを作成したりして、子どもとゆっくり過ごせる機会だ
と思って楽しんだご家庭も多
くありました。
・生活リズムや子どもの役割分
担を決めるなど母親の負担に
ならないような工夫をしたご
家庭もありました。

・お子さんの言動でストレスを感じられたこととして、学校の行事の変更や部活動の大会が中止になり努力に対しての
結果を求められないこと、お手伝い等いつもはできている事ができなくなったり、テレビの報道で不安がること、だ
るさ・微熱・イライラ等の体の不調や自分でコントロールができなくなる等がありました。

※日程都合上理事所属校にご協力いただきました。

母数【鳥取県内】全 173 校
小学校 115 校　22,251 名
中学校 52校　12,744 名
その他　６校（義務教育学校４校　学園 1・Ｐ合同 1）
実施校
小学校 19校　保護者数　2,586 名
中学校 12校　保護者数　1,880 名
学校数　　　　 保護者数
小学校　16.5％　　11.6％
中学校　23.1％　　14.75％
全　体　17.6％　　12.8％

令和2年6月末～7月10日 保護者（小学生　2,586名／中学生1,880名）

■調査目的・概要

■調査概要

お子さんの学年（複数可）

休校中の家庭状況について（複数可）
（両親ともに仕事をしている方のみ）

❶子どもだけで在宅  ❷身内や知人に預けた
❸仕事が休めて一緒に在宅できた  ❹学童

休校中の家庭状況について、一人親に対する支援や行政の対策がない、
学童が利用できなくなり、仕事を休まざるをえなかったなどのご回答がありました。

Ⅰ. 児童生徒の生活習慣の変化について　　
①休校中のお子さんの生活習慣(特に起床・就寝)
   は、以前（ウイルス流行前）と変化しましたか
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②学校が再開されてからの生活習慣（特に起床・就寝）  
   は以前（ウイルス流行前）と変化しましたか

ほとんど変わらない❶⇔❹大きく変化した ほとんど変わらない❶⇔❹大きく変化した

③変化した原因は何ですか（複数回答可） ④お子さんの言動でストレスがあると感じる事がありますか

❶ゲーム  ❷テレビ鑑賞  ❸インターネット等の動画鑑賞  ❹マンガ あまりない❶⇔❹とてもある

⑤お子さんがメディアとの関わり方について
　 以前（ウイルス 流行前）と変化しましたか

2020 年 9月
鳥取県ＰＴＡ協議会

⑦外出を自粛する中、お子さんはどれくらい運動
　（体を動かす事）ができましたか？ 

ほとんど変わらない❶⇔❹大きく変化した まったくできなかった❶⇔❹よくできた

⑥ご家庭でメディアとのつきあい方に何らかの 
   ルールを決めていますか？

はいの方　休校中、そのルールは守られましたか？

まったく守れなかった❶⇔❹よく守れた

Ⅱ. 保護者のストレスについて

Ⅲ. 学校の臨時休校の対応について

①外出自粛中、保護者の方がストレスを
　感じることが増えましたか

②ストレスを解消するために工夫されたことを

ほとんど変わらない❶⇔❹とても増えた

①休校中の自宅学習の時、お子さんの学力の
　 定着に不安を感じましたか

②IT(インターネット等)を使った授業について

ほとんど感じない❶⇔❹とても感じた
❶反対  ❷どちらかというと反対
❸どちらかというと賛成  ❹賛成

調査期間 調査対象
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このアンケートから見えてくる課題に対し本協議会で研究討議し、関係機関と連携を密に取りながら今後に活かしていきたいと考えています。

【回収率 75％】
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鳥取県PTA協議会鳥取県PTA協議会
役　職　　　　氏　名

鳥取東中学校
（鳥取市中学校PTA連合会）

船上小学校
（東伯郡小学校PTA連合会）

岸本中学校
（西伯郡中学校PTA連合会）

箕蚊屋小学校
（米子市小中学校PTA連合会）

羽合小学校
（県小学校長会会長）

青谷中学校
（県中学校長会会長）

郡家東小学校
（八頭郡小中学校PTA連合会）

稲葉山小学校
（鳥取市小学校PTA連合会）

赤碕小学校
（東伯郡小学校PTA連合会）

倉吉西中学校
（倉吉市中学校PTA連合会）

第二中学校
（境港市中学校PTA連合会）

余子小学校
（境港市小学校PTA連合会）

東郷小学校
（鳥取市小学校PTA連合会）

岩美南小学校
（岩美郡小中学校PTA連合会）

船岡小学校
（八頭郡小中学校PTA連合会）

明倫小学校
（倉吉市小学校PTA連合会）

三朝小学校
（東伯郡小学校PTA連合会）

淀江小学校
（米子市小中学校PTA連合会）

外江小学校
（境港市小学校PTA連合会）

大山西小学校
（西伯郡小学校PTA連合会）

桜ヶ丘中学校
（鳥取市中学校PTA連合会）

若桜学園
（八頭郡小中学校PTA連合会）

倉吉東中学校
（倉吉市中学校PTA連合会）

大栄中学校
（東伯郡中学校PTA連合会）

淀江中学校
（米子市小中学校PTA連合会）

第三中学校
（境港市中学校PTA連合会）

名和中学校
（西伯郡中学校PTA連合会）

江府小学校
（日野郡小中学校PTA連合会）

岩美西小学校
（岩美郡小中学校PTA連合会）

社小学校
（倉吉市小学校PTA連合会）

日南小中学校
（日野郡小中学校PTA連合会）

所　属 役　職　　　  氏　名 所　属

事務局長 事務局員

YouTube

中部役員　今年のメンバー紹介中部役員　今年のメンバー紹介

令和４年度　第52回
日本PTA中国ブロック研究大会
くらよし大会

令和元年度　鳥取県PTA広報紙コンクール令和元年度　鳥取県PTA広報紙コンクール
　今年度の広報紙コンクールには、鳥取県内小学校28校中学校16校のPTAよ
り応募がありました。優秀作品を表彰・公開することにより、PTA広報活動の活
性化を促進しPTA活動の一助となることを目的としています。

小学校の部 中学校の部
学　校　名
名和小学校
住吉小学校
車尾小学校
黒坂小学校
用瀬小学校
西郷小学校
伯仙小学校
岸本小学校

郡市名
西伯郡
米子市
米子市
日野郡
鳥取市
倉吉市
米子市
西伯郡

広報紙名
なわ
ひろば
くずも
かわこっ子
せんだい
さいごう
はくせん
わかあゆ

学　校　名

桜ヶ丘中学校

名和中学校

大栄中学校

日野中学校

郡市名

鳥取市

西伯郡

東伯郡

日野郡

広報紙名

桜ヶ丘

あさなぎ

あ！だいえい

ほこすぎ

表彰区分

金　賞

銀　賞

銅　賞

努力賞
令和２年度の広報紙コンクールは２月に募集予定です。

たくさんの応募お待ちしております。

表彰区分

金　賞

銀　賞

銅　賞

努力賞

　　深めよう子どもたちとの絆
　　　　　広めよう地域との絆
　　　　　　　　見せよう大人の絆

　　深めよう子どもたちとの絆
　　　　　広めよう地域との絆
　　　　　　　　見せよう大人の絆

鳥取県ＰＴＡ協議会　令和２年度活動スローガン

山本　　桂長尾　志保

教 育 長 賞
小学校の部

中学校の部

小学校の部

中学校の部

小学校の部

中学校の部

東 伯 郡 北条小学校  茶臼山プレス

東 伯 郡 三朝中学校  かじか

県 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 賞
鳥 取 市 城北小学校  城北

東 伯 郡 北条中学校  PTA会報

新日本海新聞社賞
米 子 市 福米東小学校  松風

学校法人
鶏鳴学園 青翔開智中学校 青翔会 news

県PTAの活動報告、ご案内をしています。
少しでも身近に感じて頂けたらと更新しています。

場 所  倉吉未来中心

中西　　剛

横山　由佳

河野　俊隆

赤 碕 小

聖 郷 小

聖 郷 小

上田　啓悟

坂田れい子

吉田　朋幸

赤 碕 中

大 栄 中

三 朝 中

倉吉 東伯

山増　博通

山本　美穂

引田　　薫

高 城 小

上北条小

明 倫 小

衣笠　尚義

佐々木　香

池口　公一

鴨 川 中

久 米 中

東　　中

役 員 紹 介

facebook Instagram

開設しました開設しました

告知

本年度広報紙を担当するのは中部ブロック（倉吉市・東伯郡）です。思う様に編集会議を開く
事ができませんが、お互いに協力しながら進めていきたいと思います。中部ブロック理事と
ともに、評議員の方にもご協力いただいています。一年間よろしくお願い致します。

社
会
教
育
団
体
で
す
。
子
ど
も

た
ち
、
そ
し
て
私
た
ち
が
心
豊

か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
学
び

合
い
、
助
け
合
い
暮
ら
し
や
す

い
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
求
め
ら
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
一
つ
に
「
正
し
い
情
報
の

取
得
」
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
十
年
に
一
度
改
訂
さ
れ
る

学
習
指
導
要
領
が
小
学
校
で
は

今
年
度
よ
り
、
中
学
校
で
は
来

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
ス
マ
ホ
を
利
用
す
る
こ
と
も

当
た
り
前
と
な
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
授
業
も
行
わ
れ
て
く
る

で
し
ょ
う
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
に

つ
い
て
も
そ
う
で
す
。
時
代
が

急
激
に
変
化
し
て
い
く
な
か
、

私
た
ち
は
正
し
い
情
報
を
取
得

し
理
解
す
る
こ
と
が
、
不
安
を

和
ら
げ
、
ど
う
行
動
す
る
べ
き

な
の
か
、
お
の
ず
と
見
え
て
き

ま
す
。

　
私
た
ち
の
言
動
と
行
動
は
子

ど
も
た
ち
が
一
番
よ
く
見
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
人

の
悪
口
を
言
っ
て
は
ダ
メ
、
言

い
訳
を
し
て
は
ダ
メ
、
友
達
と

協
力
し
よ
う
と
言
い
聞
か
せ
る

な
ら
ば
、
そ
の
姿
を
お
手
本
と

な
る
よ
う
に
示
さ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　
鳥
取
県
P
T
A
協
議
会
(
以

下
県
Ｐ
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
下
支
え
す
る

役
割
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
情

報
共
有
、
様
々
な
教
育
的
課
題

を
研
究
討
議
し
、
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
と
り
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
今

年
度
は
、
感
染
拡
大
対
策
に
つ

き
、
例
年
の
事
業
の
指
導
者
研

修
会
、
教
育
懇
談
会
、
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
大
会
、
全
国
研
究

大
会
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
実
施
可
能
な
事
業
を
模
索

し
な
が
ら
愚
直
に
進
め
て
行
き
、

学
び
を
止
め
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
Ｐ
で
は
情
報
発
信
の
重
要
性

か
ら
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、
Y
o
u
T
u
b
e

と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た

発
信
を
始
め
ま
し
た
。
県
Ｐ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
合
わ
せ
て
ご
覧
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
コ
ロ
ナ
に
関
連
し
た
人

権
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
や
、

人
権
配
慮
の
観
点
か
ら
関
係
機

関
に
要
望
を
し
た
こ
と
、
取
り

組
ん
で
き
た
内
容
な
ど
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
申
し
遅
れ
ま
し
た
、
令
和
二

年
度
県
Ｐ
の
会
長
を
拝
命
し
ま

し
た
松
岡
智
也
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
来
、
楽
し
い
行
事
を
企
画
し

保
護
者
、
先
生
、
子
ど
も
た
ち

と
ワ
イ
ワ
イ
す
る
の
が
好
き
な

性
分
な
の
で
、
今
年
度
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
し
づ
ら
く
、
悶
々

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
い
つ
の

日
か
楽
し
い
行
事
を
通
し
て
み

ん
な
が
笑
顔
に
な
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

松岡　智也

高力　政寿

下村　　淳

箕浦美穂子

小林　研志

松岡　昭長

小早川　誠

西土井めぐみ

高尾　裕子

坂口　一郎

伊東亜希子

新和　　賢

橋崎　和弘

河﨑　　茂

清水　裕介

会　長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

監　事

八杉　隆博

相澤　涼太

田中　崇詞

濵田　　潤

森本　貴之

森田　利佳

山根　典明

隅　　陽介

大西　慶祐

秋藤　寿樹

木下　晴夫

上村　卓弘

澤田　浩英

川口　知彦

佐伯　理恵

宇田　聖子

西部ブロック代表理事
（研修副委員長）

東部ブロック代表理事
(総務委員長）

東部ブロック代表理事
(総務副委員長）

中部ブロック代表理事
(研修委員長）

中部ブロック代表理事
（広報副委員長）

西部ブロック代表理事
（研修委員長）


